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石川啄木のふるさと、盛岡市◆ 短歌甲子園インターハイ報告「躍動の青い力 ◆ で全国第３位!
で全国大会「短歌甲四国総体2022 燃え上がれ我らの闘志 四

子園」が行われ、文国の大地へ」 今年のインターハイは、徳島、

3香川、愛媛、高知、和歌山を会場に開催され 阿部優芸部の さん(

年)、 さました。酷暑の中、持てる力を出し切った選手 佐々木遥奈

たち。すばらしい出会いと経験を積む機会とな 菅本勇馬ん( 年)、3
、りました。沢山の応援ありがとうございました。 さん( 年)が出場し3
。［陸上競技・走幅跳］ 第３位になりました

特別審査員賞高橋朝陽(3年)さん(左) また、

に顧問小関浩信教諭(右) ［小島ゆかり賞］

さんの作品←徳島県鳴門市鳴門・大塚 菅本勇馬

が選ばれました。スポーツパークポカリスウェッ

今年は３年ぶりに全国 都府県の の高校に通う７９人が一堂にトスタジアム前にて 12 21
菅本勇馬さんの作品 題詠「残」会しての開催でした。

命とはどういうものかを考える 波紋残して沈む アメンボ

NHKのニュースでも取り上げられました。

2022に参加！［ ］フェンシング･サーブル ◆とうきょう総文
７月３１日～８月４日、第 回全国高等学亀田 蒼(3年)さん 46
校総合文化祭東京大会、文芸部門が聖心女子香川県高松市総合体育館前

大を会場に行われました。俳句部門で参加しにて→

た さん( 年)写真右と文芸誌部門に阿部優 3
部を代表して参加した さん( 年)菅本勇馬 3
写真左

８月６日～７日、福島県が企画する「令◆ソフトボールフレンドリーマッチ2022inふくしまに参加しました。
和４年度スポーツを通じた被災地交流事業」に本校ソフトボール部の皆さんが招待され、福島、岩手、東京の女子ソフトボール部の皆さんと

試合等を通じて交流を深めました。

一日目の交流試合は福島市の県営あ

づま球場を会場に、本校と高田高校

(岩手県)、藤村女子高校(東京都)と

尚志高校(福島県)で試合を行い、そ

の後、日米対抗ソフトボールのナイ

トゲームを観戦しました。日本代表

チームには東京 オリンピック金メダルの宇津木麗華監督2020
や上野由岐子投手などそうそうたるメンバーが参加。東京オ

リンピック決勝戦の再現に感動しきりだったようです。

｢和守くん｣が案内
オープンスクールでは学

校紹介動画を上映。仙

高いじめ撲滅キャラクタ

ーが施設を案内しました

新刊『甲子園に行くのTopics
が夢だった』 で取り上げられStory７

ている「ライバルになれたのがジョ

ーで本当に良かった。レフトの定位

」 、置をチームメイトと争う のお話は

本校硬式野球部の大嶋一将さん(今年

3月卒業)です。

令和４年度 宮城県民体育大会結果速報！！
フェンシング競技 女子団体 第３位



鈴木玲翔(2年)さんに聞きました。◆仙台高校 2022を開催！オープンスクール ◆新生徒会長、
７月２９日、中学３年生を対象にオープンスクールを開催しました。 立候補した動機は？「昨年、生徒会副会長として活Q

今年度も午前・午後の２部に分けて実施し、約６００人の中学生に参 動していて、この活気のある生徒会を引き継ぎ、さ

加いただきました。第一体育館での全体説明会に加え、校内見学・部 らに学校をよくしようと思ったのが一番大きな理由

活動見学を行い仙台高校の魅力に触れていただきました。参加した中 です 」 大きな仕事を一つ終えました。あらためて。 Q

学生の皆さんありがとうございました。 オープンスクール をやってみていかがですか？会を進行する生徒会執行部員 2022
「去年に引き続き多くの中学３年生が参加してくれました。そんな

。」皆さんに仙高の魅力をしっかり伝えることが出来て良かったです

新生徒会執行部員に期待していることは？「今年はありがたいこQ

とにたくさん入ってくれました。そして一人

一人が責任を持って仕事をこなしてくれてい

ます。これからも学校をさらによくするため

に皆にたくさんの知恵を貸してほしいなと思

います 」 サッカー部でも活動されています。 Q

が 「正直、両立することは難しく、生徒会と◆多くの生徒が夏期課外に参加。互いに鍛え合いました。 。

サッカー部の皆が理解してくれているからこ学校推薦型選抜や総合型選抜に挑戦する３年生には個別指導も行っていま

そ続けられているので、本当に感謝しています。生徒一人一人の進路達成に向け、教員全員でサポートしています。

す。両方に力を入れることは大変ですが、こ

れからも頑張りたいと思います 」。

「仙台市立高校開放講座」を開催しました。◆
７月３０日～３１日、仙台高校を会場に、「環境にやさしい再生紙で作るお

しゃれなかご雑貨」講座を開催しました。大槻岸美様(craft*Chocoa)を講

師にお招きして作品づくりに挑戦していただきました。参加してくださった皆

様、ありがとうございました。

ダンス部、吉成児童館でワークショップ◆マナーアップ運動④を行いました。 ◆

月２０日、(公財)仙台８月２３日、今年度４回目となるマナーアップ運動を実施しました。登 ８

ひと・まち交流財団 仙校時のマナー向上のため、交通安全委員会の生徒が通学路に立ち、

台市吉成児童館からのご挨拶やマナーアップの声がけを行いました。

依頼を受けて、本校ダン

ス部の一年生10名が、小

学生の皆さんにダンス披

露とワークショップを行

いました。

８月２２日、約一◆夏季休業明け全校集会を行いました。
ヶ月間の夏季休業を終え、生徒たちは元気に登校しました。朝のSHR後、大掃

除を行い、その後、それぞれ教室に入り、全校集会（放

送）に参加しました。はじめに、賞状伝達式が行われ、続

サミア・ナいて新しく赴任されたALT(外国語指導助手)

の紹介があり、「皆さんとの活動を楽しみにしジール先生

ています。是非声をかけてください」と英語と日本語で挨拶されました。続いて、 の講話があり、 「７月の全校集会で、現在岩井誠校長

の自分をメタ認知する事で、自分がやっている、あるいはやっていこうとする事の意味が見えてくるのではないか。この夏、是非、自分自

身を見つめる時間と、自分を肯定するために何をすべきなのかをじっくりと考える時間をとってみて欲しいと話しました。あれから30

日経ちましたが何か変化を感じますか？自分を見つめられましたか？やるべきことが見つかって、それに向かって取り組めました

か？」と問いかけられました。校長先生が今夏出会った塩瀬隆之先生（京都大学総合博物館准教授）のお話もされ、塩瀬氏が、ノ

ーベル平和賞を受賞したムハマド・ユヌス氏と日本の高校生との対話をプロデュースした時、「高校生には事前に「貧困とは○○で

ある」というテーマを与え、一ヶ月間ずっと考え続けさせた末に、ムハマド氏に対する「真の問い」が生まれた。」というエピソードを紹

介しました。また、塩瀬氏の著書『未来を変える偉人の言葉』を取り上げられて、その中から吉田松陰の言葉「学問の大禁忌は作輟

（さくてつ）なり」を紹介されて継続することの大切さやその力についてお話しになりました。その後、教務部の から、本持立完教諭

日実施した課題テストの意義や活用方法、これから様々な行事や定期考査が続く忙しい日程に触れながら、「より良い時間の使い

方が出来るようになることも、身に付けてほしい力です。」と話されました。

第１回仙台高校・泉館山高校合同写真展開催
８月２日～７日、東北電力グリーンプラザギャラリーSouthにて、

両校写真部

初企画とな

る合同写真

展を開催し

ました。


